
東京カーリングクラブ個人情報保護規程 

発効 ２００３年０６月１４日 

最終改定 ２０１５年０６月１３日 

（適用範囲） 

第１条 本規程は、東京カーリングクラブ（以下、クラブと称する）会員の個人情報の取扱いに

ついて規定する。 

（用語の定義） 

第２条 本規程において、次に示すように用語を定義する。 

（１） 個人情報 

次の各項のいずれかに当てはまる情報。 

1. 個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その他

の記述、または個人別に付けられた番号、記号その他の符号、画像もし

くは音声によって当該個人を識別できる情報。 

2. 当該情報だけでは識別できないが、他の情報と容易に照合することが出

来、それによって当該個人を識別できる情報。 

（２） （個人情報の）収集 

クラブが、個人情報を得るために行う活動。 

（３） （個人情報の）提供 

会員が、クラブによる個人情報の収集に応じて、自己もしくは他人の個人情報

をクラブに開示すること。 

（４） （個人情報の）利用 

クラブが、その活動において収集した個人情報を用いること。 

（５） （個人情報の）開示 

クラブが、収集した個人情報を、当該個人またはそれ以外の個人・法人に対し

て、閲覧可能な状態にすること。 

（６） （個人情報の）預託 

クラブがそのサービスを運営するにあたって、業務の一部を外部に委託する場

合に、収集した個人情報を、当該個人またはそれ以外の個人・法人に対して、

当該用途に限定して閲覧可能な状態にすること。 

（収集の原則） 

第３条 クラブによる個人情報の収集においては、収集目的を明確に定め、その目的の達成に必

要な限度において行わなければならない。 

（特定の個人情報の収集の禁止） 

第４条 クラブは、次に示す内容を含む個人情報の収集、利用又は開示を行ってはならない。た

だし、これらの収集、利用又は開示について、明示的な会員の同意、法令に特別の規定

がある場合、及び司法手続上必要不可欠である場合は、この限りでない。 

（１） 思想、信条及び宗教に関する事項 

（２） 人種、民族、門地、本籍地（所在都道府県に関する情報を除く）、身体・精神

障害、犯罪歴、その他社会的差別の原因となる事項 

（３） 勤労者の団結権、団体交渉及びその他団体行動の行為に関する事項 

（４） 集団示威行為への参加、請願権の行使、及びその他の政治的権利の行使に関す

る事項 

（５） 保健医療及び性生活に関する事項 



（収集方法の制限） 

第５条 クラブによる個人情報の収集は、適法、かつ公正な手段によって行わなければならない。 

（会員から直接収集する場合の措置） 

第６条 クラブは、会員から直接に個人情報を収集する場合、会員に対して、少なくとも次に示

す事項又はそれと同等以上の内容の事項を文書またはこれに代わる方法によって通知

し、会員の同意を得なければならない。 

（１） 個人情報に関する問合せ連絡先 

（２） 収集目的 

（３） 個人情報の提供を行うことが予定される場合には、その目的、当該情報の受領

者及び個人情報の取扱いに関する契約の有無 

（４） 個人情報の預託を行うことが予定される場合には、その旨 

（５） 会員が個人情報を与えることの任意性及び当該情報を与えなかった場合に会

員に生じる結果 

（６） 個人情報の開示を求める権利 

（７） 前号に基づいて開示された情報が誤っている場合に訂正又は削除を要求する

権利の存在、並びに当該権利を行使するための具体的な方法 

（会員以外から間接的に収集する場合の措置） 

第７条 クラブは、当該会員以外から間接的に個人情報を収集する場合、会員に対して、少なく

とも、前条（１）～（４）、（６）に示す事項を書面又はこれに代わる方法によって通知

し、会員の同意を得なければならない。ただし、次に示すいずれかに該当する場合は、

この限りでない。 

（１） 会員からの個人情報の収集時に、クラブへの情報提供を予定している旨前条

（３）に従い事前に会員の同意を得ている提供者から収集を行う場合 

（２） 会員の保護に値する利益が侵害されるおそれのない収集を行う場合 

（利用および提供の原則） 

第８条 クラブによる個人情報の利用及び開示は、会員が同意を与えた収集目的の範囲内で行わ

なければならない。ただし、次に示すいずれかに該当する場合は、会員の同意を必要と

しない。 

（１） 法令の規定による場合 

（２） 会員又は公衆の生命、健康、財産などの重大な利益を保護するために必要な場

合 

（収集目的の範囲外の利用及び提供の場合の措置） 

第９条 クラブが、会員が同意を与えた収集目的の範囲外で個人情報の利用及び開示を行う場合

は、少なくとも、第６条（１）～（４）、（６）に示す事項を書面又はこれに代わる方法

によって会員に通知し、事前に会員の同意を得たうえで行わなければならない。 

（個人情報の正確性の確保） 

第１０条 クラブは、個人情報を、収集目的に応じ必要な範囲内において、正確、かつ最新の状態

で管理しなければならない。 

（個人情報の利用の安全性の確保） 

第１１条 クラブは、個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改竄及び漏洩など個人

情報に関するリスクに対して、合理的な安全対策を講じなければならない。  



（個人情報に関する権利） 

第１２条 クラブは、会員から自己の情報について開示を求められた場合、合理的な期間内に、こ

れに応じなければならない。また、開示の結果、誤った情報があり、会員から訂正又は

削除を求められた場合は、クラブは合理的な期間内にこれに応じるとともに、訂正又は

削除を行った場合は、可能な範囲内で当該個人情報の受領者に対して通知を行わなけれ

ばならない。 

（個人情報の利用又は開示の拒否権） 

第１３条 クラブは、その保有している個人情報について、会員から自己の情報についての利用又

は第三者への開示を拒まれた場合、これに応じなければならない。ただし、次に示すい

ずれかに該当する場合は、この限りでない。 

（１） 法令の規定による場合 

（２） 司法上の命令が発せられた場合 

（３） 会員又は公衆の生命、健康、財産などの重大な利益を保護するために必要な場

合 

（クラブが会員に開示できる個人情報） 

第１４条 クラブは、会員に対して、会員の許諾なしで以下の個人情報を開示することができる。 

（１） 特定の会員の氏名 

（２） 特定の会員の、会員種別 

（３） 特定の会員の、各種サービスへの登録の有無 

（クラブが上部協会に開示できる個人情報） 

第１５条 クラブは、会員に対して、会員の許諾なしで以下の個人情報を東京都カーリング協会も

しくは公益社団法人日本カーリング協会に開示することができる。 

（１） 会員の氏名。 

（２） 会員の年齢。 

（３） その他、競技者登録に必要な情報。 

（改廃） 

第１６条 本規程の改廃は、クラブ総会において過半数による承認を必要とする。 

（改正時の措置） 

第１７条 本規程が改正された場合、改正以前に収集された個人情報は、改正の日までに会員が収

集・利用・開示に同意した目的及び内容の範囲を越えて利用されてはならない。 

（経過措置） 

第１８条 クラブが平成１５年０５月０１日以前に収集した個人情報は、会員が収集・利用を許可

し、かつ開示を許諾していない情報として扱われなければならない。 

② 前項は、クラブが会員に対して改めて開示の許諾を要請することを妨げない。 

 

附則 

本規程の改正は、改正の日から適用する。 

 

以上 


